
地下レーダー LMX200 ユーティリティロケーションデバイス

レーダーの配置をより便利にします

LMX200™は、現在市場に出回っている主要な地下レーダー（GPR）ユーティリティロケーションデバイスで
す。

LMX200™は、前例のない洞察とターゲットの信頼性を提供し、以前に発見されていないような地下機能を検出します。

► PVCおよびアスベストセメントを含む非金属パイプ

► 地下ワイヤー

► コンクリートの雨水パイプと下水道システム

► 失敗したトレーサー配線がインストールされたユーティリティ

► 地下の貯蔵タンクと排水タイル

► 浄化槽システムコンポーネント

► 金庫、基礎壁、コンクリートパッドなどの非目的の構造

公共事業システムと地方自治体は、地下システムを見つけてマークする必要があります。これは、プロジェクトの計画を立て、リスクや危険を回避するのに役立ちます。  LMX200™はですE
LMX100™は、これらのユーティリティの検索とマップを支援するためのより多くの機能を提供します。強力なグリッドスキャンモードと、外部GPSを使用してSplit  View
とMapViewを最大限に活用する機能を追加します。  LMX200™は、ekko_project™のポストプロセス、アーカイブ、参照、およびさらにマッピング機能のためのデータエク
スポートも可能にします

LMX200™ 特徴

https://www.surveymappinginstrument.com/jp/product/radiodetection-detector-rd1500.html


フィールド視覚化関数



解釈

フィールド解釈によってターゲットをリアルタイムで分類します。画面をタッチして、さまざまな色分けされたオプションから選択してください。

動的ターゲットエンハンスメント（Dynat™）

Dyna T™

Dynat™は、小、中程度、大規模なターゲットの表示を最適化する特許取得済みの動的ターゲット拡張です。これらのビューを切り替えると、追加の地下機能が表示され、フィールドで前例のな
い洞察とターゲットの信頼性が提供されます。

グリッドスキャンモード



ディスプレイ上のシンプルなグリッド設定とガイド付きグリッドコレクション

4つの標準グリッドサイズから選択します。システムは、グリッドのセットアップとコレクションをガイドします。

障害物回避を追加した柔軟なグリッドラインコレクション

システムは、障害物の周りにグリッドを収集するように導きます。また、ラインを短くしたり、ラインを完全にスキップしたりするだけで、奇妙な形のグリッドを収集することもできます。



スライスビュー

ボタンを簡単にタッチすると、フィールド内の完全なグリッドと不完全なグリッドの両方から深さスライスが生成されます。

フィールドで収集されたグリッドを表示、保存、共有します

右側の深さスライス画像とともに収集されたグリッドライン、フラグ、またはフィールドの解釈を表示します。次に、解釈を一目で深さスライス画像に関連付けることができます。



外部GPSを使用した追加機能

splitview

LineViewとMapViewの利点を1つの画面に組み合わせます。画面のMapView側には、収集されたすべてのGPRデータと、LMX200™が現在調査エリア内にある場所を
表示します。一方、LineView Sideには断面データが表示されるため、ターゲット間の空間的関係をすばやく確認し、シリーズが正しいかどうかを判断できます。双曲線は直線です。



マップビューディスプレイ

調査パス、深さのスライス、フィールド解釈、旗、収集されたラインなど、サイトマップの強力で意味のある鳥のビューを表示します。

マップビューレイヤー

複数のレイヤーをオンとオフにして、ビューを最適化し、サイト全体のより完全な画像を生成し、スクリーンショットをキャプチャして、ディスプレイユニットから直接レポートを強化します。

さまざまなデータエクスポートの可能性



Wi-Fi Miniレポートでキャプチャされたスクリーンショットを簡単に表示して共有する

スクリーンショットギャラリーには、カメラボタンを押して保存された画面のタイルビューを表示します。スクリーンショットを選択し、ミニレポートとして電子メールで送信します。



フィールドから直接調査結果をすばやく共有します

行、グリッド、およびMapView情報の画面キャプチャを含むディスプレイユニットからインスタントレポートを作成します。



フィールド解釈ファイル（.csv）

フィールドに追加された解釈情報は、深さ、位置、およびGPS座標を含むCSVファイルに自動的に保存されます。



Google Earth™ファイル（.kmz）

調査パスとフィールド解釈は、Google Earth™で表示するためにA.KMZファイルに自動的にエクスポートされます。 GISまたは航空画像の解釈をプロットし、それらを接続して公
共施設のルートを表示することにより、魅力的な公共施設マップを生成します。


